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VIMoDとは？	
Visualiza3on	  of	  Impact	  MOdeling	  Data	

作成者:	  Dirk	  Elebeshausen	

特徴	  
・直感的操作	  
	  	  結果を眺めてあれこれ考えたいときに非常に便利。	  
・iSALE	  plotではできないlog	  plotが可能。	  
・Crater	  sizeの自動計測機能が実装されている。	  
・Low	  density	  cutoff機能が実装されている。	  
・動画生成機能が実装されている。	



基本操作	  –再生-‐	

最初に戻す	

巻き戻し再生	

コマ戻し	

停止	

コマ送り	

送り再生	

コマ数設定	



基本操作	  –視点変更-‐	
マウスでつまんで自由に視点を変更できる。	  
iSALE-‐3Dを使うときに非常に便利	  

二次元計算では正面からの視点がよい。	  



基本操作	  –Slice	  angle-‐	

断面の切り取り角度	  
二次元計算では0度か180度しか使う場面がない...。	



基本操作	  –物理量/スケール-‐	

書き出したい	  
物理量を選択	

Scaleの選択	  
Linear	  	  
Log	  
Quadra3c	



基本操作	  –最大値/最小値-‐	

最小値	

最大値	

ここをつまんで	  
マウスで設定する	  
ことも可能。	  
狭い範囲しかとらない	  
物理量を描画する際に	  
便利	



基本操作	  –視野変更-‐	

increase:	  縮小(視点が引く)	  
decrease:	  拡大(視点が寄る)	  

Extension	  zoneを描画するか	  
否か	  



基本操作	  –物理量/物質描画-‐	

物理量をプロットしている平面の	  
角度を指定。	  

黒澤オススメ設定は	  
Slice	  angle	  =	  0°	  
Cuts	  =	  180°	  



基本操作	  –グリッド-‐	

グリッドのON/OFF	  



基本操作	  –グリッド-‐	

Impactorサイズの球を描画	  



基本操作	  –クレータ測定-‐	

クレータ計測	  




